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学校便り 

 
令和５年１２月 １日 

新宿区立東戸山小学校 

   校 長  宇山 幸宏 

No.８  

【１２月行事予定】 
 1 金 ・学習発表会会場設営(6) SC 

 2 土 ・学習発表会   会場復元作業(5)  

 3 日   

4 月   ＝ 振替休業日＝  

 5 火 ・安全指導日  ・ひがと交流(1･2) SC 

 6 水   

 7 木 ・校外学習｢ｴｺﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ｣見学(3･4) SC 

 8 金 ・避難訓練 クラブ活動⑧ SC 

 9 土   

10 日   

11 月 ・個人面談①  

12 火 ・個人面談② SC 

13 水 
・個人面談③ 

・新宿区学力調査(2～6)           
 

14 木 

・個人面談④ 

・「まなびの教室」２学期終了 

・薬物乱用防止教室(6)            

SC 

15 金 ・天神小研究発表会  下校 13:15 SC 

16 土   

17 日   

18 月 ・個人面談⑤  

19 火 ・たてわり班遊び SC 

20 水           ・クラブ活動⑨  

21 木 ・「まなびの教室」個人面談  SC 

22 金 ・大掃除        SC 

23 土   

24 日   

25 月 ・終業式（給食あり） 下校 13:05  

12/26(火)～1/7(日)  冬季休業日 

【１月】 

 7 日 ・冬季休業日終  

 8 月 ＝成人の日＝  

 9 火 
・始業式（給食なし） 

・安全指導日      下校 12:30 
SC 

10 水 
・給食始        ・委員会⑨    

・発育測定（１～３･若） 
 

※12/29～1/3は、学校閉庁期間です。 
教職員は、不在になります。 

※感染状況等により今後も行事等の変更があり得る 

ことをご了承ください。 

 

子どもの SNS トラブル対応にかける 
時間を毎日の授業のために使いたい！ 

校長 宇山 幸宏 

 つい、本音が出てしまって、本当に申し訳ないです。 

最近、子どもたちの携帯電話やスマートフォン巡るトラ 

ブルが続けて発生していて、正直、悩んでいます。 

 例えば、「カメラで写真や動画を撮られた」「写真を勝手 

に LINE にアップされた」「グループ LINE で送られてきた 

心ないメッセージに傷ついた」・・・等、全て大人になれば 

訴えられてもおかしくない内容です。 

 子どもたちは、まだまだ未熟なところがあります。既

に、フィルタリングのレベルの話ではありません。我が

子がどのように、いつ使っているか、決して与えっぱな

しではなく、保護者としてしっかりと把握して、どう使

っていくべきか考えさせて使わせていただきたいです 

本校では、キッズ携帯は許可していますが携帯電話や

スマートフォンの学校への持ち込みは禁止しています。

これらの出来事は、全て放課後や休日、家庭や地域で起

きたことで、学校で防ぐことが難しい時間帯です。 

 情報のほとんどが保護者からの連絡で初めて知らされ

ることが多く、そこから事実確認が始まります。一対一

でのやり取りではなく、グループ LINE や周りで見ていた

児童を含めると確認しなければいけない児童は、１５人

を越えることもあり、担任だけでは到底終わらないので

教職員が手分けして確認に追われることになります。 

また、放課後には、関係の保護者に電話等で数時間か

けて連絡することもあります。当日つながらなければ、 

次の日にも連絡しなくてはなりません。大事な対応では

ありますが、熱心な教員が多い本校では、予定通りに、

授業準備や教材研究が深められない日もありました。 

 このような対応が続けば、指導に影響するだけではな

く教職員は疲弊し、子どもと笑顔で向き合うための学校

の働き方改革は、全く進められない状況になります。 

『東戸山小学校の子どもたちのために、何ができるか』

毎週実施している今関ＰＴＡ会長との校長室での朝対話

は、答えのない問いや取組を模索し、本校のありのまま

の情報を共有するかけがえのない時間になっています。 

 コロナ禍が開けつつある現在において、ただ単に、コ

ロナ前の教育活動やＰＴＡ活動に戻すのではなく、今で

きること、しなければならないことを最優先に考えて、

東戸山小学校ならではのオンリーワンの活動を、人との

絆を大切にして、あきらめずに創ってきました。 

 振り返れば、「奇跡」のような出来事が続いています。 

しかし、この「奇跡」は本校の７４年の歴史の『軌跡』

となり、後世につながる道になると確信しています。 

★１２月１日付で、若草学級の副担任として、 

新しい先生が着任しました！ 



「 最高の瞬間をともに！～館山移動教室～ 」 (６年生) 

6 年担任    
１０月２３日（月）から１０月２５日（水）の３日間、館山移動教室に行ってきました。卒業まであと半年

の６年生にとって、この移動教室は大変有意義なものとなりました。 
１日目の午前は、沖ノ島での自然観察やビーチコーミングを行いました。貝殻などを拾ったり、地層を観察

したりしました。子どもたちが講師の先生に積極的に質問する姿が印象的でした。また、午後は砂山で「そり
すべり体験」を行いました。砂まみれになって楽しく滑った後には、皆で声を揃えて「やっほ！」と叫び、山
びこを体験しました。この日は天候に恵まれ、最高にきれいな海に沈んでいく夕日を見ることもできました。 
２日目の午前は、班別行動による鴨川シーワールドの見学です。ベルーガやイルカのショー。そして、海の

王者であるシャチのパフォーマンスは大迫力でした。日常生活の中では見ることができない海の生物との出会
いに、充実した表情を浮かべる子どもたちでした。房州うちわづくりを体験しました。現地の職人さんに丁寧
に教えていただき、世界に一枚しかない、オリジナルのうちわを作ることができました。夕食後は、ウミホタ
ルの観察会を行いました。宿泊したホテルの支配人さんがウミホタルの解説してくださり、その生態に子ども
たちも興味津々。最後には、実際に青白く光る瞬間を見せていただき、「おーっ！」と歓声が上がりました。 
最終日となる３日目は、班別行動による鎌倉散策を行いました。鶴岡八幡宮から地図を頼りに鎌倉大仏をめ

ざします。自分たちだけでたどり着けるのか、どきどきでしたが無事に全員が大仏とご対面！最高の３日間で
した。 
この館山移動教室では、子どもたち一人一人の成長を大きく感じました。今回学んだことを学校生活でも発

揮してほしいと思います。そして、仲間と過ごしたこの３日間の思い出を、大切にしてほしいと思います。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「話し合い」  

3年担任  

この時期になると、3 年生は「委員会とは？」「クラブって何？」、他学年に関することなど、学校生活への意欲が

高まってきています。そのような中、国語「はんで意見をまとめよう」の学習で、「1 年生に読み聞かせをしよう」と話

し合いをしています。1 年生に本を好きになってほしいという思いのもと、どの本を選ぶのかを話し合っています。ま

た、今回の学習から「司会」「時間係」「記録係」など、それぞれ役割意識をもって、活動しています。 

このような活動をすると、話し合いがうまくいった、うまくいかなかったということになるのは、よくあることです。そう

いった活動を何回もすることで、上手に話し合うためのコツを考えることができます。また、すぐに意見がまとまって

も、全員の考えの深まりがなければ、うまく話し合えたことになるのかと問い、考えの深まりを意識して話し合い活動

をしています。 

「 はじめての遠足 」 (１年生) 
                                            １年担任  

                                                        
 晴れ渡る空の元、１年生・２年生・３年生（若草学級含む）

で遠足に行きました。場所は新宿御苑です。３年生がリーダー

となって、たてわり班でオリエンテーリングを楽しんだり、学

級遊びをしたりしました。お弁当の時間には、グループで楽し

くお話したりお弁当の中身を比べ合ったりして、笑顔いっぱい

の時間になりました。 

 はじめての遠足は、きれいに整備された公園を楽しむことが

でき、よい思い出を作ることができました。 

クラブ活動 
 クラブ担当  

 クラブ活動の目標は、「一人ひとりが活動を通して、みんなと仲良くなり、自分らしさをいかして楽しめ

るものを考えてつくっていくこと」です。そのために、６年生が中心となって計画を立て、自分たち、そ

して下級生も楽しめるように工夫を重ねています。４・５年生は６年生の指示を聞き、協力して楽しく活

動に取り組んでいます。クラブ発表では１年間の成果を全校児童に向けて発表します。１・２・３年生に

とっては「どのクラブに入ろうかな」「どんなクラブがあるといいな」などと考えるきっかけになる機会で

もあります。これから、発表に向けた準備が始まります。 


